
矯正施設における保安事故防止のための警備体制の強化

刑事施設運動場監視体制の強化

平成２４年１月１１日
広島刑務所逃走事故発生 施設内屋外運動場での運動中

に逃走

【広島刑務所逃走事故検証結果】

○ 運動場からの離脱をセンサー
で検知

○ 監視カメラによる職員の戒護
力の補填

屋外運動場の保安警備体制の強化

＜懲役２３年・中国人受刑者＞

○ 職員の意識
○ 職員が事故者の行動を把握できなかった
○ 物的設備の不備
○ 警察への通報等の初動体制
○ 事故者の心情把握の不徹底を含む処遇上の

問題点

被収容者の不正物品持込防止，外部の者との不正連絡防止体制の強化

門型金属探知機で検査

運動場広域進入検知センサー及び監視カメラの整備

受 刑 者

戒護職員は，目視によ
り受刑者を監視

処遇管理棟

監視カメラ映像 警告灯

実際の敷設例（空港）立体空間で侵入を検知

・処遇管理棟では，運動場監視カメラの映
像を監視
・検知センサーの発報があれば，待機職員
に緊急指令

運動場全体を監視し，
受刑者の動静を把握

刑事施設内における被収容者不正物品持込防止

工場から居室棟へ持ち込まれた工具等

スリッパを改造して，
その中にヤスリ，六
角レンチ，ドライ
バー，毛抜きを不正
所持していた事例

面会における不正連絡防止

職員が立会
し，携帯電
話，カメラ等
の使用がな
いか監視

携帯電話による通話や，
映像及び画像を通じて逃
走企図，罪証隠滅，被害
者への脅迫を図る可能性
が高い。

未決拘禁者面会室で面会を実施

職員の監視をすり抜け
通信・撮影

金属検知



保安事故防止対策研修の実施

【広島刑務所職員アンケート結果】

○ 指揮命令系統が機能していない
○ 事故対応マニュアル作成の必要性
○ 幹部職員と一般職員とが一体となった
受刑者の心情把握

○ 捜査時の情報共有

東京拘置所主幹システムの更新

経年劣化により障害が発生し，施設運営
に支障を来すおそれがある機器について，
拘置業務を継続しつつ，平成２４年度に
引き続き計画的に更新・整備する。

センター装置（切替スイッチ） 入退室管理システム 保護室録画設備

・いわゆるスイッチン
グハブであり，データ
の受取・送信・管理・
あて先制御等を行う
機器

・施設内の各所へ移動する際
に通行錠と併用して生体認証
により施錠された扉を開錠す
るための電気錠を制御し，運
用するためのシステム

・保護室監視カメラ
の映像をデータ化し，
録画・保存・再生等
を行うための設備

① 総合監視システム

② 被収容者行先表示システム

クライアント関連機器 制御関連機器

・行先表示システムを
運用するため，東京拘
置所において利用する
パソコン等の端末の総
称

・行先表示操作ス
イッチと在室表示制
御盤間のデータ送
信・管理を行うため
の機器

面会受付機器

・面会受付からのパ
ソコンから面会待合
室等の表示モニター
に面会状況等の情報
を送信する機器

・総合監視システム及び被収容者行先表示システムの一部を平成２４年度更新
・保守管理業者から保守継続困難の報告を受けている
・整備後１０年が経過し，交換部品が欠品
・経年劣化により，システム障害が発生

施設警備に直接携わり，
かつ指揮を執る中級幹部
職員の研さんが必要

デジタル携帯無線機の落雷対策・採証用機器等の整備

概 要概 要

◆ 警備体制、事故発生時の対応等に係る研修の実施◆ 警備体制、事故発生時の対応等に係る研修の実施

○ 対象者・・・刑事施設本所の統括矯正処遇官（警備

担当），少年施設の統括専門官（企画調整

担当）等

○ 実施場所（期間）・・・矯正研修所支所（３日間）

○ 内容・・・逃走防止に向けた各施設の取組等の発表・

討議，逃走事故発生時の想定訓練等

上記機器を矯正施設に整備することによって，保安警備体制の強化，刑務官の適正な実力行使等の担保を図り，保安事故等を防止
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